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1.はじめに
手芸に電子工作が取り入れられてきている。作品に
LEDをつけて光らせたり，ブザーをつけて音を出したり，
最近では，電子回路を基板に実装してプログラムで動作さ
せるものも出現している。羊毛フェルトを素材としたフィ
ギュアが多くみられるが，電子部品そのものをみせるよう
なアクセサリや，3Dプリンタの普及にあわせて，樹脂の
ような素材と組み合わせたものも増えている。レンタルフ
ァクトリーのような個人で利用できる制作環境も整ってき
ている。
電子工作と手芸を融合したものをテーマとしたワークシ
ョップでは，従来の電子工作のみのワークショップや手芸
のみのワークショップにはなかった課題がある。筆者らは，
このようなワークショップをメディアアートの一環として
も捉えており，その企画運営方法を研究対象としている［1］。
このデザインノートでは，実際に行ったデザインワークシ
ョップの企画運営を通して，これまでに蓄積してきた知見
を再整理し，考察を行い，今後の展望について述べる。
2.電子工作と手芸の融合
電子工作と手芸を融合する試みは，日本で立ち上がって
おり，先駆的な作品を発表してきたアートユニット「テク
ノ手芸部」は2008年に結成されている［2］。当初は，羊毛
フェルトでつくられた動物のフィギュアの目をLEDで光
らせるものが主流であったが，マイコンを搭載した基板を
組み合わせて複雑な動きをするものなど，その後も多様な
作品を発表し続けている［3］。同時に，MakerFaire
Tokyo（http:/makezine.jp）や百貨店などのイベントで，
一般から参加者を募り自作してもらうワークショップを実
施してきている。筆者らは，このようなワークショップの
企画運営に継続的に関わってきている。
他にも電子工作と手芸を融合した試みはいくつか行われ
ており，大学の研究室で活動が行われたり，専業メイカー
も出現したりしている。アクセサリは，市販品としても販
売されるようになっている。
3.デザインワークショップの企画運営方法
2016年11月5日に，昭和女子大学の教室で，電子工作
と手芸を融合したものをテーマとしたワークショップを1
回実施した。参加者は希望した学生22名であった。筆者
ら2名がファシリテータを務め，テクノ手芸部のよしだと
もふみ氏を講師として迎えた。13時半に集合し，設営か
ら始め，17時に終了した。この日の実施内容は，デザイ
ンワークショップに参加者として体験してもらうことの他
に，ワークショップの企画運営に関する講義と，ワークシ
ョップの企画作案の演習とを行った。単に参加者としてだ
けではなく，企画する立場になった場合を想定した内容も
含めるものとした。講義内容と演習内容については本稿で
は割愛する。
デザインワークショップの体験内容は，「光る目のフェ
ルトフィギュアをつくってみよう」と題し，手のひらに載
るサイズで，2つの目がLEDで光るフェルトフィギュア
をひとつずつ制作するものであった。いわゆる意匠デザイ
ンは自由で，動物を模したものを想定している。図1にで
きあがった作品を示す。体験方法はいわゆるワークショッ
プ形式で，最初に簡単につくり方を説明し，あとは各自で
取り組み，必要に応じて質問に答えたり教示したりするも
のであった。
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図1 LEDで目が光るフェルトフィギュア（木原撮影）
ここで，今回の企画運営方法の内容を説明するとともに，
これまでに蓄積してきたこのようなワークショップを実施
する上での多岐にわたる知見を再整理していく。
（1）開催場所
今回は大学の教室で開催したが，場所については様々な
選択肢がある。ショッピングモールや百貨店のような商業
施設のイベントスペース，雑貨店やカフェや書店などの店
舗の一角，企業の会議室や学校の教室などが考えられる。
（2）開催日時
実施時刻や曜日は，平日夜や土日の日中など，ターゲッ
トや目指す雰囲気によって設定することができる。また，
このワークショップだけのために来るのか，何かのイベン
トのなかのひとつなのか，商業施設での買い物のついでな
のかによっても考え方が変わる。1日の間に3回程度の実
施時間を設定し，選んでもらうこともできる。土日で，2時
間程度の実施時間と考えると，開始時刻は10時，13時，
15時といったところが常識的である。夜であれば，仕事
終わりの社会人を対象に19時半開始などもありえる。ま
た，定時ではなく，個々の参加者に対して，受け付け次第
スタートさせる方法もある。
実施時間の長さは最大2時間程度が常識的と考えられる。
思いっきりやりたいので半日程度は必要との意見もあった。
小学校低学年の子どもが対象であるような場合は30分程
度までが望ましいと考えられる。
（3）参加費
参加費は，材料費や会場費やスタッフへの謝金を含む運
営費を参加費でまかなうのか，利益をあげたいのか，別に
スポンサーがあるのかで異なってくる。このようなワーク
ショップで参加者にアンケートを取ると，参加費は「でき
れば500円」「1000円」「2000円くらいまでなら出せる」
という回答が目立つ。会場によっては，ドリンク代を別に
取る場合もある。今回のワークショップでは，電子回路を
含む基板や電池や羊毛フェルトの材料費は，人数割とする
と500円程度でまかなえる。また，参加費を無料とするこ
とはよくないといえる。モチベーションが低かったり，当
日のキャンセルが増えたりするケースが多い。
（4）参加者の募集
参加者の募集は難しい課題のひとつである。イベントや
集客の一環として行っているか，そのワークショップ単体
で実施するのかにもよる。告知はなるべく早く開始するほ
うが望ましい。例えば日時だけは2ヶ月前に告知し，参加
募集は1ヶ月前までにするなどである。定員がある場合は，
参加可能かどうかを1ヶ月前程度には確定したい。
子どもが参加者の場合，対象年齢や保護者の付き添いの
要否（最初だけいればいいのか，ずっといなければいけないのか）
も知らせておきたい。また，複数人数での申し込みについ
ても可否も含めて配慮が必要である。例えば，必要以上に
仲のよいグループがいると，ワークショップの互いに学ん
でいくという姿勢が阻害されるケースがある。その意味で
は，基本的にはひとりひとりでの参加が望ましいといえる。
参加予定の方には，集合時間や，わかりやすい集合場所
の指示の他に，当日の連絡先や，遅刻の場合の対応（何時
以降だと難しいなど）なども知らせておきたい。また，長時
間にわたる場合は，飲食店の有無など，食事について知ら
せておいてもよい。服装については，作業のしやすいもの
とし，エプロンを持参してもらってもよい。最近では，ク
レジットカードが使用できるのかなども必要な情報である。
このようなワークショップでは，当日いきなりキャンセル
されるケースも無視できない。歩留まりをどうするかは，
状況によると考えられる。また，当日の参加枠を取ってお
く方法もある。一般の参加者に限らず，取材や重要人物へ
の対応など，必要なケースは多い。
（5）実施側の準備
受付名簿，必要があれば記名帳，取材のときの名刺，集
金をする際のお釣り，金庫，領収書，印鑑などを準備する。
受け付けに際して，料金の授受の他に，必要があれば誓約
書（免責や掲載許可など）に署名してもらう。スタッフとわ
かるようにする名札やバッジやTシャツなどを用意して
もよい。スタッフが係を分担する場合は，配置表やシフト
表や休憩時間を割り振っておく。スタッフの配置に関して
は，一般のイベントと同様である。問題が起きた場合の連
絡方法や流れなどの確認をしておく。
（6）緊急対応
怪我は起こりうるものとして，参加者への事前説明を徹
底したい。絆創膏や消毒薬を準備しておく。ニードルを間
違って指に刺すことはよくあるが，それを防ぐようなコツ
を説明するとともに，あわてないように対応することも重
要である。イベント保険などに事前に加入しておくことも
必要である。また，参加者の気分が悪くなることもあるの
で，医者や救急への連絡方法は予め確認しておくべきであ
る。火災や地震のときの避難経路についても確認しておく
べきである。
（7）材料の準備
今回のワークショップでは，材料として次のものを準備
した。
・芯となる無染色の羊毛フェルト（参加者各自の分を小分
けにしておいてもよい）
・色付き羊毛フェルト（様々な色を用意してもよいし，作
品全体の雰囲気の指向性を出すために色を限定して準備して
もよい。たくさんの色のなかから選べるほうが，満足感が得
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られやすい）
・LEDを含む基板（今回の場合，LEDの色は赤，青，白か
ら選べるようにした）
・ボタン電池（幼児などが誤飲しないように注意書きを添え
る）
基本的には，通りすがりのひとでもできる手ぶら感覚が
望ましい。予め材料を購入してきてもらうという方法もあ
り，この場合は，材料を購入することも楽しみのひとつで
ある。複雑な加工や難しい作業は，予め半完成品としてつ
くっておいてしまう方法もある。
（8）道具の準備
今回のワークショップでは，道具として次のものを準備
した。
・羊毛フェルト用のニードル（折れた場合に備えて余分に）
・ニードルを刺すときの下敷き（スポンジ）
・半田ごて ・半田ごての台 ・半田吸取器
・ハサミ ・ニッパー
・ティッシュや雑巾 ・スケッチ用の紙とペン
・プロジェクタ ・電源タップ
・会場がある程度より大きい場合はマイクとスピーカー
半田ごてやハサミなどは人数分用意する場合もあるが，
2～3人でシェアするようにしてもよい。シェアすると専
念しにくくなるため不満が起こりがちだが，他者とのコミ
ュニケーションが生まれやすいというメリットがある。火
傷防止のために手袋をすることや，防護メガネをすること
も考えられるが，筆者らは通常利用していない。
また，作業が長時間になるため，飲み物は必要である。
予め持ち込んでもらうか，水やお茶などを準備する必要が
ある。飲む場所を作業台とは別の場所に決めておいたり，
蓋のある飲み物に限定したりするなどの配慮が必要である。
（9）実施環境
このようなワークショップでは机と椅子の種類や配置方
法が重要である。机は，作業のためには広いほうがよいが，
コミュニケーションのためには大き過ぎないほうがよい。
机や椅子の並べ方は，島をつくったり，円形やコの字形や
扇形にしたりするなど，緊張感を生みにくいようにしたい。
講師やスタッフが個々の参加者に近寄りやすいような通路
や余裕があることが望ましい。また，撮影やスクリプティ
ングのしやすさへの配慮も必要である。親子の場合，親も
作業に参加するかしないかで対応が変わる。ただ見守るだ
けのひとのための場所や椅子を用意することも必要である。
ワークショップの参加者でない他の目的の客や，通行人
がいる場合もある。動線を邪魔しないためのパーティショ
ンや誘導サインの準備が必要なこともある。トイレの場所
や，喫煙場所などについては予め告知しておく必要がある。
作業にあたっては，室温を調整する空調をチェックし，
空間全体が暗い場合は，手元を明るくする照明を導入した
い。半田ごてを使う場合は，電源容量や電源タップの許容
電力にも注意する必要がある。図2に実際のワークショッ
プの様子を示す。
（10）進行方法
最初に，緊張感の緩和のために，簡単な自己紹介をして
もらうなどのアイスブレイクの手順を踏んでもよい。参加
者どうしの交流をしやすくするために手書きの名札をつく
ってもらってもよい。お菓子を用意したり，音楽をかけた
りすることも必要である。
今回の作業内容は，芯となる羊毛フェルトを固まりにし，
2つのLEDを目の位置にし，基板とボタン電池を胴体に
巻きつけ，外側に色のついた羊毛フェルトを巻き，ニード
ルで刺して造形していくものであった。
教示については，「まずつくってみせる」ことが基本と
なる。電子工作や手芸は細かい作業が多く，手元が見えに
くいため，ビデオカメラとプロジェクタを組み合わせて，
拡大してみせるなどの工夫をする。最初から全てを詳細に
教えないほうがよい。うまく進める方法や，失敗しない方
法など，細かいノウハウは最初からは伝えずに，見守りな
がら，必要なときに助言するほうがよい。このようなワー
クショップでは，困難に直面するのも楽しみのひとつとい
える。
最初に，過去につくられた作品例をみせることも多い。
講師による完成度の高い作品をみせても，初心者による作
品をみせてもよい。しかし，同じような作品ができてしま
うことも多いため，オリジナリティを歓迎する動機づけは
しっかりしたい。
スタッフは声をかけられやすいように巡回する。質問が
あった場合は，不安を取り除くように対応する。このとき，
内容に関してはなるべく意見をいわないようにし，作業を
手伝い過ぎないようにする。あくまでも自発的な解決を促
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図2 ワークショップの様子（木原撮影）
すようにする。また，できるだけ割り込まずに集中できる
ようにしたい。
全体の観察によって，時間配分や順序や方法を変更する
ことも場合によっては必要である。ファシリテータやスタ
ッフが途中でその必要性を検討するタイミングを，例えば
休憩の時間などに予め決めておくとよい。
休憩は，予め時間を決めておく方法や，区切りよい作業
の後に取る方法もある。あるいは，全員がわなくてはい
けないコアタイムを決めておき，それ以外の時間であれば
自由に休憩を取ってよいとする方法もある。
（11）記 録
このようなワークショップでは，写真と映像の記録が大
切である。後から分析するために，三脚で定位置から全体
を流し撮りするビデオカメラもあるとよい。写りたくない
ひとがいる場合は，事前に確認を取り，写さないようにす
る必要がある。また，SNSなどに掲載する際の許可を事
前に取っておく必要がある。許可がある場合は，表情を撮
影してもよいが，通常は，参加者の顔をはっきり写さない
などの工夫をする。逆に，親子連れなどの場合，積極的に
掲載を望まれる場合もある。
また，このようなワークショップを記録として残すには，
撮影の他に，全体の状況を結果として残すスクリプターを
置いたほうがよい。スクリプターは，進行を時刻とともに
メモし，質問内容や，参加者の様子などを文章で記録して
いく。撮影担当と兼任でもよい。
（12）まとめ方
終了時間が近づいてきたら，希望を確認して延長しても
よいが，通常は，きりがないため20分前くらいに終了時
間を予告し，予定通りに終わったほうがよい。時間は足り
ないくらいがよいと考えられる。時間延長についての会場
の都合については，費用も含めて事前に確認しておく必要
がある。
作品ができあがったら，感想をいってもらう。参加者全
員の前で発表してもらうのでもよい。ファシリテータなど
が，インタビューをするのでもよい。写真を撮影して，
SNSに掲載すると満足感が高まる。予めハッシュタグを
決めておくとよい。最近では，自分のスマートフォンで撮
影してもらい，アルバムで写真を集めるようなこともでき
る。作品は持ち帰るようにしてもらう。持ち帰る紙袋など
は，予め用意しておく。
つくり終わらない，満足がいかないひとのためには，帰
ってから続きができるような配慮をする。例えば，ニード
ルを持ち帰ってもらったり，材料や道具を購入できる場所
や方法を教えたりする。逆に，早くできてしまったひとに
向けて，余った時間でできるちょっとした作業を用意して
もよい。会場の掃除や原状回復と費用の精算などを適切に
行い，次回も円滑に実施できるようにしたい。
4.考 察
今回のワークショップの事後，参加者に，教え方や道具
や場所や雰囲気についてと，どのようにすると楽しくなる
かについてヒアリングを行い議論した。いくつかの特徴的
な点を挙げておく。
まず，このようなワークショップのよさのひとつに，そ
の場で初めて話すひとと仲よくなれる楽しさが挙げられた。
また，電子工作は理系で苦手といった先入観や思い込みが
あったが案外楽しかったという声があった。雰囲気につい
ては，緊張感を軽減する工夫についてよかったとの指摘が
多かった。
また，手芸も電子工作も単純な作業の積み重ねとなる部
分が大切であり，ワークショップの副次的な目的は，参加
者の主体的な創造性を育むというよりも，生活のなかで無
心になれる時間を提供することにあると考えられた。
5.おわりに
電子工作と手芸を融合したワークショップの企画運営を
通して，これまでに蓄積してきた知見を再整理し，そこに
おいて特有の実際に有用と考えられる点について明らかに
し，考察を行った。このような知見は，実際に運営してみ
なければ気づかないことも多い。全ての参加者が満足する
正解もない。しかしながら，毎回の実施で忘れがちな点も
あり，新たに参加するスタッフも多いため，今回このよう
な形でまとめた。今後は，これらの経験をもとに，新しい
活動に取り組んでいきたい。
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